
ている状況にある。 然や緑の働きを活かすグリーンインフラなどにより、都市環境

　今後、都市環境と自然環境が調和するまちにするため、緑の を再構築し、緑を通じた市民交流を促し、生活環境に潤いを与

あり方を検討していく必要がある。また、近年多発しているゲ える事業を検討していく。

リラ豪雨等の自然災害に対して、公園・緑地を有効活用してい

く方策を検討していく必要がある。

戸田市 施策評価シート

作成日 令和 4年 6月30日 作成部局名 環境経済部 担当部局名 水安全部

１．施策の位置づけ ＜PLAN＞
担当課

基本目標 担当課

担当課

関係課

施　　策 関係課

関係課

施策の目的

２．施策の主な取り組み ＜DO＞
取り組み

取り組み

取り組み

取り組み

取り組み

取り組み

取り組み

３．施策の指標における成果（主な指標）＜CHECK＞
指標の説明 達　成　値

指標名 単位 目標値
( 算　定　式 ) 当初値 Ｒ３ Ｒ４ Ｒ５ Ｒ６ Ｒ７

その他施策の取組事項に

係る成果

４．施策の展開 ＜ACTION＞

課 対

応

題 策

みどり公園課

06
都市環境と自然環境が調和したまち

経済戦略室

道路管理課

25
自然に親しむ空間の整備・推進

河川課

良好な緑地の保全などを通じて、生物多様性に配慮した自然空間を創出するとともに、既存の緑地・水辺とのネットワーク

化を図り、市民が緑や土、水辺といった自然を身近に感じ、親しむことができる環境を整備します。

緑化事務費

緑化推進事業

水と緑のネットワーク推進事業

緑などの自然環境がよいと 環境がよいと感じている市民の割合
％ 40.5 38.9 45.6

感じている市民の割合 (市民意識調査 )

収穫体験参加者数 収穫体験の年間参加者数
人 249 249 0

河川イベント・荒川クリー 年間参加者数
人 1,698 1,533 0

ンエイド参加者数 (チケット販売数 )

　市街化による宅地開発等が進み、緑地の保全が困難となって 　都市環境と自然環境が調和するまちにするには、景観等から

いる状況下において、緑化推進の取組の成果として、緑に対す なる居心地の良さ、災害発生時の緩衝機能などが必要なことか

る市民の満足度は高くなっている。一方、災害につながる天候 ら、居心地の良い緑を増やし、災害につながる緑は減らす等の

不順が多発するため、公園・緑地の高木は災害予防を目的とす 対応策が必要である。

る剪定を行っているが、樹木数も多く、剪定のサイクルより生 　そのため、従来からの災害予防のための高木剪定に加え、自

長の速度が早いため、災害予防を難しくし



括指定管理制度の導入により、直営で行っていた戸田ヶ原自然再生事業が指定管理者の業務になったため、人件費は減少した。引き続き
、市民等がサクラソウに親しむ機会となる「サクラソウプロジェクト」を推進するほか、今後、グリーンインフラを活かした新たな取組を
検討・実施していくことから、現状維持としている。

今後、本施策の目的である「生物多様性に配慮した自然空間の創出及び市民が自然を身近に感じ、親しむことができる環境の整備」に向け
、指標を達成するため、「生物多様性に配慮した自然空間の整備」や「既存の緑地・水辺とのネットワーク化」の将来像を的確に捉えた上
で、指標の達成に向け、市民だけでなく民間企業や各種団体等、地域の関係者を巻き込みながら、市全体で自然を身近に感じられるような
仕掛けづくりの検討が必要である。また、グリーンインフラの観点など、自然空間と都市環境の調和がもたらす多様な効果を見据えた既存
事業の一層の充実が必要と考える。

01 農政対策事業　（経済戦略室）

農政対策事業

任
意

5,333 市民の憩いの場、健康活動の場、コ

9,395 ミュニティ醸成の場として緑や土に

－ － １ ○ Ｂ Ａ Ｂ Ｂ Ｂ01 01 06 01 01 01 01 9,395 親しむ環境づくりのニーズは高く、

・戸田収穫祭を開催し、姉妹 5,975 今後も継続していく。

都市等や市内農家が生産した 5,747

01 緑化普及啓発費　（みどり公園

戸

課）

田市 施

緑化事務費

任
意

9,

策

602

10,192

－

評

－ １ － － － － 予01 0

価

1 08 04 07 01 0

シ

1 10,192

10,

ー

192

4,362

ト

作成

緑化推

日

進事業

任
意

5,152

令

緑化の推進のため、今

和

後も継続して

7,75

 

3 実施する。

－ － １ Ｂ

4

Ｂ Ｂ Ｂ Ｂ02 01 08

年

04 07 01 02 7,

 

753

苗木の配布や緑

6

化に関する補 7,40

月

3

助金の交付を実施す

3

るほか、 4,847

0日 作

水と

成

緑のネットワーク推進

部

事

任
意

3,796 継続

局

的な取り組みが必要で

名

あるため

業 4,023

環

、戸田ヶ原自然再生事

境

業を引き続き

－ ○ １ ○

経

Ａ Ａ Ａ Ａ Ａ03 01 0

済

8 04 07 01 03 8

部

,247 実施する。

「

担

戸田ヶ原」の自然再生

当

等事 8,245

業を関

部

係団体等と連携し、水

局

4,916

9

名

8 道路施設維持管理事

水

業　（道路管理課）

安全

（再掲）

部

道路施設維持管理事

義

○

務

＜（再掲）について

結

＞

業 本事業は、他の施

果

策を主たる施策として

と

構成する事

91 01 0

今

8 02 01 98 91 務

後

事業ですが、一部が本

の

施策にも寄与するため

方

「再

道路附属施設（街

向

路樹、道路 掲の事務事

性

業」として、参考に掲

進

載しています。

照明灯

捗

、道路標識、防護柵、

状

※事業内容は、当該事

況

務事業評価シートを参

（

照

Ａ躍進中、Ｂ予定通り、Ｃ遅れ気味） 説　明

（総評）

今後の方向性（予算） 令和０４年度（事業費総額） 令和０５年度 令和０６年度 令和０７年度
（↑増加、→維持、↓削減）

説明

今後の方向性（人員） 令和０４年度（人件費総額） 令和０５年度 令和０６年度 令和０７年度
（↑増加、→維持、↓削減）

説明

【企画財政部コメント】

５．事務事業の検討 【一般会計】 （単位：千円）

事務事業評価の結果 担当部局の評価

大
事
業

中
事
業

事務事業名

事
業
区
分

R3決算額

強
靱
化
計
画

総
合
戦
略

事
業
の
方
向
性

実
施
計
画
候
補

評価結果
施
策
内
優
先
度

事業コード R4予算額 施
策
へ
の
貢
献
度

経
費
水
準

事
業
手
法

受
益
・
負
担
の
公
平
性

事業費R コメント
5

事業内容 うち一般財源計
画
額 人件費

　令和２年度に実施した緑被率調査結果が１０年前の調査結果とほぼ横ばいの約４０％であ
ることや、緑などの自然環境が良いと感じる市民の意識が高いことから、これまでの宅地開
発指導や緑化推進事業等は一定の効果があったと言える。しかしながら、悪天候を起因とす
る災害は増えており、巨木化した樹木が倒木する可能性は年々高まっている。

Ｂ
　今後も、都市環境と自然環境の調和を図っていくためには、自然や緑の働きを活かすグリ
ーンインフラなどのハードと、緑を通じた市民交流を促し、生活環境に潤いを与える事業な
どのソフトを両面から検討していく必要がある。

31,363 ↑ 35,587 ↓ 34,187 → 34,187
新たな都市環境と自然環境の調和を図っていくために、自然や緑の働きを活かすグリーンインフラ整備などのハードと、緑を通じた市民交
流を促し、生活環境に潤いを与える事業などのソフトの両面から検討していく必要がある。また、本市への誇りと愛着を育むための緑化推
進として、市の花であるサクラソウを身近に感じ、親しまれるよう取り組んでいく必要がある。

19,872 → 19,872 → 19,872 → 19,872
包



済部 担当部局名 水安全部

５．事務事業の検討 【一般会計】 （単位：千円）

事務事業評価の結果 担当部局の評価

大
事
業

中
事
業

事務事業名

事
業
区
分

R3決算額
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計
画
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性
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補
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度
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献
度

経
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準

事
業
手
法

受
益
・
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担
の
公
平
性

事業費R コメント
5

事業内容 うち一般財源計
画
額 人件費

03 河川維持管理費　（河川課）

（再掲）河川維持管理費

任
意

＜（再掲）について＞

本事業は、他の施策を主たる施策として構成する事

01 01 08 03 01 03 01 務事業ですが、一部が本施策にも寄与するため「再

市が管理する河川・水路・排 掲の事務事業」として、参考に掲載しています。

水施設等については、各施設 ※事業内容は、当該事務事業評価シートを参照

R3決算額 R4計画額 R5予算額
計（千円） 事業費 23,883 31,363 35,587

うち一般財源 23,537 27,591 31,815

事業の方向性： １現状で継続　 ２拡大して継続 ３縮小して継続　　　４他事業と統合　　　５休止　　　６その他見直し

７令和5年

戸

度で終了 ８令和4年度

田

で終了 ９令和3年度で

市

終了

施策評価シート

作成日 令和 4年 6月30日 作成部局名 環境経


